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イエスがゲネサレトこはんにたっておられると、かみのことばをきこうとして、ぐんしゅうが

そのまわりにおしよせてきた。イエスは２そうのふねがきしにあるのをごらんになった。りょ

うしたちは、ふねからあがってあみをあらっていた。そこでイエスは、そのうちの１そうであ

るシモンのもちぶねにのり、きしからすこしこぎだすようにおたのみになった。そして、こし

をおろしてふねからぐんしゅうにおしえはじめられた。 

はなしがおわったとき、シモンに「おきにこぎだしてあみをおろし、りょうをしなさい」とい

われた。シモンは「せんせい、わたしたちは、よどおしくろうしましたが、なんにもとれませ

んでした。しかし、おことばですから、あみをおろしてみましょう」とこたえた。そして、り

ょうしたちがそのとおりにすると、おびただしいさかながかかり、あみがやぶれそうになっ

た。そこで、もう１っそうのふねにいるなかまにあいずして、きて、てをかしてくれるように

たのんだ。かれらはきて、２そうのふねをさかなでいっぱいにしたので、ふねはしずみそうに

なった。これをみたシモン・ペトロは、イエスのあしもとにひれふして、「しゅよ、わたしか

らはなれてください。わたしはつみぶかいものなのです。」といった。とれたさかなにシモン

もいっしょにいたものもおどろいたからである。シモンのなかま、ゼベダイのこヤコブもヨハ

ネもどうようだった。すると、イエスはシモンにいわれた。「おそれることはない。いまから

のち、あなたはにんげんをとるりょうしになる。」そこで、かれらはふねをりくにひきあげ、

すべてをすててイエスにしたがった。 

 

イエスさまはゲネサレトのみずうみのきしで、ペトロとそのなかまがよるのりょうをおわ

って、あみをあらっているところをごらんになりました。そのとき、たくさんのひとがイエ

スさまのはなしをきくためにあつまっていましたので、イエスさまはふねからはなしをす

るためにふねをだしてくださるようにペトロにたのみました。 

はなしがおわったとき、イエスさまがペトロに「おきにいって、りょうをしなさい。」とい

いました。ペトロはこのことをきいてびっくりしてしまいました。ながねんりょうしをして、

おひるにさかながとれないことをよくわかっていましたので、イエスさまにこういいまし

た。「せんせい、よどおしくろうしましたがいっぴきもとれませんでした。しかしおことば

ですから、あみをおろしてみましょう。」そのとき、かぞえきれないさかながあみにかかっ

て、あみがやぶれそうになったので、もういっそうのふねにいるなかまにてつだってくれる

ようにたのみました。いままでいちどもこんなたくさんのさかなを、とったことがありませ

んでしたので、ペトロはイエスさまのあしもとにひれふして「しゅよ、わたしからはなれて

ください、わたしはつみぶかいものです」といいました。 

びっくりしたのはペトロだけではなく、なかまのゼベダイのことヨハネもおなじように



おどろいていました。 

そのときイエスさまは「おそれることはない、いまからにんげんをとるりょうしになる」

とイエスさまはペトロにいいました。というのは、イエスさまにしたがって、ひとびとをて

んごくにむちびきいれるしごとをするようにとのいみです。ペトロには、とくべつなのうり

ょく、さいのう、ちからなどはありませんでしたが、イエスさまのいわれることをすなおに

こころからうけいれていればだいじょうぶです。 

みなさん、どうですか、イエスさまのこえがきこえてきましか。イエスさまがペトロとそ

のなかまにはげましてくださったように、わたしたちはとてもよわいにんげんであっても、

いつもイエスさまにたすけられていますし、まわりのひとにもたすけられていることもあ

って、あんしんして、まいにちすごすことができます。ただみみをかたむけて、すなおにき

きいれたらとのことですが。 

 

 

 

ぬりえ 

 

 

１．ひだりのえはどんなばめんですか。 

 

２．みぎのえでは、ペトロはイエスさまになにをいっていますか。 

                                         


